
総
合
学
習
の
充
実
の
た
め
に

佐
藤

年
明

一
九
九
八
―
九
九
年
に
告
示
さ
れ
た
小
・
中

・
高
校
と
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
小
・
中
・
高

等
部
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
教
育
課
程

の
新
し
い
領
域
と
し
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
が
設
置
さ
れ
た
。
週
あ
た
り
に
し
て
小
学

校
（
三
学
年
以
上
）
で
は
三
時
間
、
中
学
校
で

は
一
時
間
（
た
だ
し
、
集
中
的
に
実
施
す
る
こ

と
も
可
能
）
の
新
し
い
学
習
活
動
が
三
年
後
の

二
〇
〇
二
年
か
ら
全
国
の
学
校
で
始
ま
る
。
今

年
度
か
ら
は
教
育
課
程
改
訂
の
移
行
期
に
入
っ

て
お
り
、
す
で
に
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
の

試
行
を
開
始
し
た
学
校
も
あ
る
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
あ
り
方
に
つ
い
て
文

部
大
臣
の
諮
問
を
受
け
て
提
言
す
る
の
は
教
育

課
程
審
議
会
（
以
下
「
教
課
審
」）だ
が
、
「
総

合
的
学
習
の
時
間
」
に
つ
い
て
は
教
課
審
発
足

に
先
立
つ
第
十
五
期
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下

「
中
教
審
」）第
一
次
答
申
（
一
九
九
六
年
）
に

お
い
て
、
す
で
に
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い

る
。

「
今
日
、
国
際
理
解
教
育
、
情
報
教
育
、
環
境

教
育
な
ど
を
行
う
社
会
的
要
請
が
強
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
の
教
科
等
に
も

か
か
わ
る
内
容
を
持
っ
た
教
育
で
あ
り
、
そ
う

し
た
観
点
か
ら
も
、
横
断
的
・
総
合
的
な
指
導

を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
（
中
略
）
各
教
科
の
教
育
内
容
を
厳

選
す
る
こ
と
に
よ
り
時
間
を
生
み
出
し
、
一
定

の
ま
と
ま
っ
た
時
間
（
以
下
『
総
合
的
な
学
習

の
時
間
』
と
称
す
る
）
を
設
け
て
横
断
的
・
総

合
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
を
提
言
し
た
い
」

私
自
身
は
中
教
審
の
提
案
よ
り
以
前
か
ら
、

現
代
日
本
に
生
き
る
人
間
と
し
て
直
面
せ
ざ
る

を
得
な
い
問
題
群
に
つ
い
て
、
既
存
教
科
の
区

分
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

に
位
置
づ
け
、
学
習
を
組
織
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
き
た
。
思
い
つ
く
ご
と
に
列
挙
し
て

き
た
の
で
、
体
系
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
現

時
点
で
考
え
て
い
る
問
題
群
は
以
下
の
十
項
目

で
あ
る
。

�
生
と
死

�
食

�
性

�
生
産
―
消
費

―
廃
棄
／
資
源
再
利
用

�
環
境

�
平
和

�
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

�
情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

	
原
初
的
レ
ベ
ル

の
人
間
生
活
に
お
け
る
共
感
・
連
帯
・
共
同
行

動



価
値
葛
藤

（
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
現
代

の
日
本
人
の
『
生
き
る
課
題
』
と
学
校
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
（
試
案
第
１
版
の
１
）」
『
三
重
大
学

教
育
学
部
研
究
紀
要
』第
四
八
巻（
教
育
科
学
）

一
九
九
七
年

但
し
、
前
述
の
十
項
目
は
、

そ
の
後
若
干
の
修
正
・
追
加
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
）

研
究
室
の
窓
か
ら

－４９－



い
ま
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
詳
説
す
る
紙
数

は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
群
の
中
に
は
、
既

存
教
科
に
お
け
る
実
践
の
蓄
積
を
持
つ
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。
私
自
身
は
原
則
と
し
て
学
級

担
任
制
を
と
る
小
学
校
教
育
を
主
た
る
研
究
対

象
と
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
学
習
課
題
を
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
ど
の
枠
で
実
施
す
る
べ
き
か
に
そ

れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ

担
任
教
師
が
担
当
す
る
わ
け
だ
か
ら
。
問
題
自

体
の
総
合
的
・
多
面
的
性
格
を
教
師
が
十
分
に

意
識
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
教
科
で

並
行
的
・
関
連
的
に
学
習
を
展
開
す
る
こ
と
も

可
能
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
総
合
的
性
格
を
持

つ
学
習
課
題
を
そ
の
ま
ま
取
り
扱
え
る
セ
ク
シ

ョ
ン
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
に
設
定
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
し
、
こ
れ
を
機

に
既
存
教
科
を
含
め
て
学
校
で
の
学
習
が
活
性

化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
中
教
審
答
申
を
受
け
て
、
教
課
審
答

申
（
一
九
九
九
年
七
月
）
で
は
「
総
合
的
学
習

の
時
間
」
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
以
下
の
よ

う
に
提
案
し
た
。

「（
ア
）
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の
ね
ら

い
は
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
横
断

的
・
総
合
的
な
学
習
や
児
童
生
徒
の
興
味
・
関

心
等
に
基
づ
く
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
自
ら
課

題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体

的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資

質
や
能
力
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
情

報
の
集
め
方
、
調
べ
方
、
ま
と
め
方
、
報
告
や

発
表
・
討
論
の
仕
方
な
ど
の
学
び
方
や
も
の
の

考
え
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
問
題
の
解
決
や

探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
に
取
り
組
む
態

度
を
育
成
す
る
こ
と
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い

て
の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
も
大
き
な
ね
ら
い
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
、
各
教
科
等
そ
れ
ぞ
れ
で
身
に
付
け
ら
れ
た

知
識
や
技
能
な
ど
が
相
互
に
関
連
付
け
ら
れ
、

深
め
ら
れ
児
童
生
徒
の
中
で
総
合
的
に
働
く
よ

う
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
（
中
略
）

（
ウ
）
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
学
習
活

動
は
、
（
ア
）
に
示
す
ね
ら
い
を
踏
ま
え
、
地

域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
、
各
学
校
が
創
意
工

夫
を
十
分
発
揮
し
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
な
学
習
活
動
と
し
て
は
、
例
え
ば
国
際

理
解
、
情
報
、
環
境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
の
横

断
的
・
総
合
的
な
課
題
、
児
童
生
徒
の
興
味
・

関
心
に
基
づ
く
課
題
、
地
域
や
学
校
の
特
色
に

応
じ
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
適
宜
学
習
課
題

や
活
動
を
設
定
し
て
展
開
す
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
自
然
体
験
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
体
験
、観
察
・
実
験
、

見
学
や
調
査
、
発
表
や
討
論
、
も
の
づ
く
り
や

生
産
活
動
な
ど
体
験
的
な
学
習
、
問
題
解
決
的

な
学
習
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
（
後
略
）」

教
課
審
答
申
を
受
け
て
告
示
さ
れ
た
学
習
指

導
要
領
（
こ
こ
で
は
小
学
校
を
例
に
と
る
が
、

中
・
高
も
ほ
ぼ
同
内
容
）
で
は
、
「
総
合
的
学

習
の
時
間
」
に
つ
い
て
、
各
学
校
に
お
け
る
創

意
工
夫
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
、
他
の
各
教
科

・
道
徳
・
特
別
活
動
の
よ
う
に
独
立
し
た
章
を

設
け
ず
、
「
総
則
」
の
中
で
簡
単
に
触
れ
る
に

と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
な

気
に
な
る
記
述
が
あ
る
。

「
１

総
合
的
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各

－５０－



学
校
は
、
地
域
や
学
校
、
児
童
の
実
態
等
に
応

じ
て
、
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
児
童
の
興

味
・
関
心
等
に
基
づ
く
学
習
な
ど
創
意
工
夫
を

活
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。（
中

略
）

３

各
学
校
で
は
、
２
に
示
す
ね
ら
い
を
踏
ま

え
、
例
え
ば
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福
祉

・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
、
児

童
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題
、
地
域
や
学

校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
学

校
の
実
態
に
応
じ
た
学
習
活
動
を
行
う
も
の
と

す
る
」

気
に
な
る
点
は
、
「
横
断
的
・
総
合
的
な
学

習
（
課
題
）」が
、
「
児
童
の
興
味
・
関
心
等
に

基
づ
く
学
習
（
課
題
）」、「
地
域
や
学
校
の
特

色
に
応
じ
た
課
題
」
と
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
「
横
断
・
総
合
」
と
「
興
味
・
関
心
」

の
並
列
傾
向
は
、
先
に
引
用
し
た
教
課
審
答
申

の
叙
述
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
詳
論
で
き

な
い
が
、
教
課
審
「
中
間
ま
と
め
」
（
一
九
九

七
年
十
一
月
）
は
、
こ
の
よ
う
な
次
元
の
異
な

る
も
の
の
並
列
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。学

習
指
導
要
領
に
よ
れ
ば
、
個
別
教
科
の
枠

内
に
お
さ
ま
ら
な
い
よ
う
な
横
断
的
・
総
合
的

な
学
習
は
、
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
の
形
態

のone
of
them

な
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
子

ど
も
が
興
味
を
持
っ
た
課
題
な
ら
必
ず
し
も
横

断
的
・
総
合
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
な
く
て
も

よ
い
と
も
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、

何
の
た
め
に
「
総
合
的
学
習
」
と
い
う
呼
称
を

設
け
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
は

な
い
か
。

吉
田
孝
（
国
立
教
育
研
究
所
）
も
教
課
審
の

審
議
過
程
で
の
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
の
位

置
づ
け
の
変
化
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。「

確
か
に『
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
課
題
』

が
後
退
し
て
き
た
と
い
う
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な

い
。
こ
の
変
化
の
た
め
に
一
部
の
学
校
で
は
、

若
干
の
混
乱
も
き
た
し
て
い
る
と
も
聞
く
」

（
吉
田
孝
「
横
断
的
・
総
合
的
な
内
容
に
こ
だ

わ
る
」『
授
業
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』No.158

学
事
出
版

一
九
九
九
年
五
月
）

筆
者
も
吉
田
と
同
じ
危
惧
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
あ
る
。
そ
れ
へ
の
十
分
な
配
慮
な
し
に

は
学
習
は
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
「
総
合
的

学
習
」
の
「
総
合
」
が
、
字
義
通
り
「
関
係
す

る
幾
つ
か
の
も
の
を
集
め
て
、
一
つ
の
統
一
体

と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」（『
新
明
解
国
語
辞

典

第
四
版
』）を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
教
師
は

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
の
自
然
発
生
・
自

己
展
開
を
待
つ
だ
け
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
子

ど
も
の
関
心
は
必
ず
し
も
総
合
的
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
教
師
が
設
定
し
た
今
日
的
課
題
に

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
参
加
し
て
く
る
と
い

う
学
習
過
程
も
十
分
あ
り
得
る
と
思
う
。
学
習

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
教
師
が
ど
の
場
面
で
ど

の
よ
う
な
指
導
や
援
助
を
行
う
か
が
重
要
だ
と

考
え
る
。

三
年
後
の
全
面
実
施
に
向
け
て
の
学
校
現
場

で
の
模
索
を
期
待
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
き
た

い
。

さ
と
う
・
と
し
あ
き

三
重
大
学
・
教
育
学
部

－５１－




